
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 月 22 日(火)、4年生が卒業の日を迎える。女子サッカー部を一から創り上げてきた 9名が、ついに尚美学園大学を旅立つ。 

「インカレ制覇」を最大の目標に掲げ、4年間走り続けた。目指すは大学日本一。しかし活動開始当初は紅白戦もできない人数だった。 

それでも“サッカーが好き”という気持ちと、持ち前の明るさで辛いことも乗り越えてきた。1年目で埼玉県の No.1 に輝くが、秋の 

          関東大学リーグ 3 部では惜しくも昇格を逃す。部員数が一度に倍へと増えた 2年目、前年に続き埼玉県で連覇を 

          成し遂げると、その勢いに乗って関東大学リーグでも全勝優勝で 2部への昇格を決めた。着々と力をつけ、部員 

          数も気付けば全国で上位となる 50 名を超えた。誰もが 4年生がつくってきた雰囲気に魅かれ全員が同じ目標に 

                向かっていた。長い大学生活最後の年となった 2010 年度、「インカレ制覇」に挑戦できる最後の年でも 

              あった。関東大学リーグでは強豪ひしめく 1部へ初めての挑戦。4年間のすべてを出して闘い、苦しみ 

              ながらもインカレへの出場権を得た。しかし結果は予選リーグ敗退。国立のピッチに立つ 

              ことはできなかった。それでも燃え尽きることなく、チームのさらなる飛躍を願って 

              闘い続け、関東女子サッカーリーグへの昇格を決め、新たな道を切り拓いてくれた。 

          4 年生引退の日、後輩たちは歌を贈った。ともに闘い、笑い、泣いた日々を思い出しながら 

 感謝の気持ちを込めて歌った。あの日から約 2カ月が経ち 4年生が抜けた新チームは動き始めた。大きな大きな 

 存在がいなくなったが、志は変わらない。“国立に先輩を招待する”4年生の想いを受け継ぎ、新たな歴史をつくる 

 ために動き出した。そんな後輩たちを見守りながら、4年生は各々の新天地でも活躍してくれるだろう。 
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 2 月 28 日～3月 2日の 3日間、兵庫県のアスコ･ザ･パーク TANBA にて 

「大学女子サッカー地域対抗戦 2011」が行われた。この大会は全国を 

9 地域に分けた選抜チームが集うもので、他大学の選手と交流のできる 

貴重な機会だ。尚美学園大学からは 7名が東関東選抜として参加した。 

予選リーグは北海道･東北選抜と中四国選抜の 2チームと戦い、どちらも 

スコアレスドロー（0-0）となった。2位パートへと進み、東海選抜には 

2-1 で勝利し、関西選抜に 1-1 で引き分け、2位パート 1位、総合順位を 

9 チーム中 4位で終了した。また、審判として派遣された部員も運営者 

として参加しており、大会のサポートに努めた。 

 出場した選手にとっては不本意な結果だったようだが、感想を聞いてみると「高いレベルの中でも通用するプレー、逆に通用しない 

プレーを発見することができ今後の課題が見えた。」「コミュニケーションの大切さを痛感した。」「チームとしてすべきことを明確にし 

なければ勝てないことを改めて実感した。」という答えが返ってきた。そしてどの選手も「とても楽しかった」「かけがえのない仲間と 

出会えた」「勉強になった」と口を揃えた。普段は敵チームとなる他大学の選手とチームを組めたこと、選抜チームの集う大会のレベ 

ルの高さなど、選ばれた者にしかすることのできない体験を通して選手たちは一回り成長したに違いない。大学に残っていたメンバー 

と合流し、その経験をチームのために活かしてほしい。 

 

 
 
 
 
私たちは毎年 3月下旬に熊谷市で開催される“めぬまカップ” 

という高校女子サッカーの大会の運営や審判を手伝わせてもらって 

います。部員の多くが高校時代にこの大会への参加経験があり、 

こうした活動を通して、少しでも女子サッカーの役に立つことが 

目的です。今年も 3月 26～29 日の 4日間、高校生の熱い闘いを 

サポートしてきます！！ 

 

 

       4 月 2･3 日、毎年恒例の“尚美フェスタ”が開催される。部員の

       母校を中心に全国各地の高校を招待し、企画から運営まですべて 

       部員が行う。“めぬまカップ”同様、女子サッカーの普及・発展を

       願うのと、恩師へ成長した姿を見せることが目的だ。部員にとっ 

       ては新年度の公式戦が始まる前のリフレッシュにもなる。部員の 

         普段とはまた違った姿が見られるかもしれない。その働きぶりを 

       見に、一度グラウンドを訪れてみては？ 

 
ついに 4年生が卒業を迎えます。今回は簡単

に先輩方の紹介をさせていただきましたが、

いろんな思い出がよみがえり、少し切なくな

りました。いろんな面で影響力の強い学年で

したが、それに負けないように頑張ろうと思

います。また、今月は大きなイベントが控え

ています。自分たちが主役ではないですが 

精一杯サポートしたいと思います。 

3 年主務 本谷さち

 
 
◆練習試合（各試合とも試合総本数での得点結果となる） 

尚美学園大学  3-17  ジェフユナイテッド市原･千葉レディース  × 

          0-12  浦和レッズレディース        × 


